
1 

 

月は、【計算】の【機能】のテーブルについて勉強しました。 

いかがでしたか？ 

 

 

『見たことはあったけど、作ったのは初めてでした。』や『数式の拡張機能は便利ですね。』

など様々なご意見を頂きました。ありがとうございます。 

 

回は、（一応最終回）、ご要望の多かった【関数】を勉強したいと思います。 

Excel には、400 を超える関数が装備されておりますが、全部覚えることは無理で

すし、その必要もありません。今回は、知っておくと集計作業に大変役に立つ関

数を厳選して勉強していきます。 

 

 さて、みなさん、こんなことありませんか、 

 

合計（SUM）をする関数は知っているけど、条件に一致するものだけ合計したい・・ 

患者番号入れたら、患者氏名が表示されると便利なんだけど・・・ 

 

などなど、こんなことができたらいいなを、叶えます。 

 

例） 

 

『長の』の一部負担金の 

合計を集計したい 

 

や 

 

『2019/12/31 の 2階病棟の 

一部負担金の合計を集計したい  

 

や 
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今 
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リストとなる表を準備しておき 

表に対応する項目を表示したい 

 

 

 

 

 

 

階の列に『2 階病棟』といれると 

『病棟区分』に一般と表示され

るようにしたい 

 

 

などなど 
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Lessson1. 関数の入力方法 

(１) 手入力 

 

(２) 【数式】タブ 

 
 

(３) 関数の挿入 

 

どれがいいではなく、ケースにおいて選択できることが一番良いです。 
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Lessson2. 表の構成の確認 

入力 

 

計算 

 
 

以下の関数で計算しています。（方法はのちほど） 

=SUMIFS(一部負担金集計[一部負担金],一部負担金集計[年月日],C4,一部負

担金集計[階],D4) 

計算 

 

 

=VLOOKUP([@階],病棟区分[#すべて],2,0) 

 構成の確認とともに、数値が入っている列は、数値を、文字は文字を、関数は関数を、入

れることが重要です。 

以前、【入力】 【計算】 【出力】のことを申し上げましたが、３つのシートを作るとい

う意味ではありません。 
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Lessson3. SUMIFS の例 

書式 SUMIFS(合計対象範囲, 条件範囲 1, 条件 1, [条件範囲 2, 条件 2], ...) 

引数 

 

 

 

 

 

意味 年月日の列から、2019/12/31 のうち、 

階 の列から、2階病棟 の 

一部負担金の列を SUM→合計 します。 

数式 SUMIFS(一部負担金集計[一部負担金],一部負担金集計[年月日],C4,一部負担

金集計[階],D4) 

関数の

挿入 
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Lessson4. VLOOKUP の例 その１ 

書式 VLOOKUP (検索値, 検索値を含む範囲, 列番号, 近似一致 (TRUE) または完

全一致 (FALSE)) 

引数 
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意味 階の列を上から見ていき、それに対応する、２列目（区分）を返します。 

数式 VLOOKUP([@階],病棟区分[#すべて],2,0) 

関数の

挿入 
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Lessson5. VLOOKUP の例 その２ 

書式 VLOOKUP (検索値, 検索値を含む範囲, 列番号, 近似一致 (TRUE) または完全

一致 (FALSE)) 

引数 
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意味 年月日の列を上から見ていき、それに対応する、２列目（年度）を返します。 

数式 VLOOKUP([@年月日],年度[#すべて],2,1) 

 

Lessson6. 知っておくと便利な機能（選択したセルの値でﾌｨﾙﾀｰ） 

 

 

 

 


